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 ソメイヨシノが満開の爛漫の春となりました。京都植物園・植物生態園は、日本の樹木・野草が植栽

されていて、私のお気に入りポイント、日本各地の春の花が咲き始めています。 

５月～６月に信州で高原・樹林で咲いている普通の花々が、数は数株～数十株ですが、身近に観察

できます。今日は、植物生態園で山野草の花を見たあと、桜林でサクラも観察するというやや欲張っ

た観察会としています。 

 私は、山野草もサクラも発展途上国、名札がついていてもどれか見つけられないことが多いので、

間違って記録したものなど、いろいろあると思います。ご存知の方は、写真の種名間違いや、私の説

明間違いに気づかれたら、教えてくださるようお願します。 

 今日の資料写真は3月30日（月）の下見時に写したものです。また、今回の写真は花を拡大したた

め、全体像がわかりにくいかもしれません。植物園なので、名札を頼りに探して頂ければ幸いです。 

また、サクラの識別点と言われる蕚（がく）を拡大しています。サクラの蕚を見ると、エドヒガン系のサク

ラかどうかがわかります。 

鳥の観察リスト 

最後に鳥合わせします。 

見た鳥を教えてくださいね。 

植物と鳥の歳時記（第５９回） 

（京都植物園のシンボルツリー） 
「はなしょうぶ園」前のオオシダレザクラが満開で、最

高の見ごろを迎えています。 

（新婚さんのメッカ・京都植物園） 
30日（土）に2組が園内に来ていました。 



山野草 ① 写真の山野草は40種弱。これ以外にも多数あります。 



木の花数種

山野草 ② 

←不明種３枚 


